
竹の台地区防災・防犯福祉コミュニティ 

 

平成 28 年度 竹の台地区防災ワークショップ２ 実施結果 

 

１．日時 平成 27 年 9 月 25 日（日）9：30～12：00 

２．場所 竹の台小学校会議室 

３．参加者   合計 39 名  

・自治会・管理組合 24 名（1 丁目 5 名、2 丁目 4 名、3 丁目 3 名、4 丁目 3 名、 

5 丁目 5 名、6 丁目 4 名） 

・防コミ役員 2 名  ・竹の台地域委員会役員 9 名 

      ・地域団体 4 名（老人クラブ、青少協、NPO 法人ぴっぴ）   

４．内容 

 （１）１１月１３日 竹の台一斉避難訓練のすすめ方（資料１・２） 

     竹の台地区防災・防犯福祉コミュニティより 

 

 （２）ワークショップ１ ～ 

   第 1 回のワークショップで出された「こんな時どうする？」について、  

   各団体内での進捗状況確認。班内で意見交換 

 

 （３）ワークショップ２ ～ 資料 3 

これからのスケジュールについて（ワークシート１） 

   ①竹の台全体のスケジュール説明 

   ②質疑応答 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 28 年度 第 2 回竹の台防災ワークショップ 次第 

 

■日時  ：平成 28 年 9 月 25 日(日)9:30～ 

■場所  ：竹の台小学校会議室 

■参加者 ：自治会・管理組合の担当者ほか 

■配布資料 ：資料１ 

・平成 28 年度 竹の台一斉避難訓練プログラム 

         ・竹の台小レイアウト 

         ・「シェイクアウト訓練」について 

          様式１ 団体別実施記録 ⇒ 11 月 13 日(日)に記録し当日提出 

          様式２ 丁目別参加人数 

          様式３ 参加総数         

          様式４ ふりかえり  ⇒ 12 月 20 日までに福祉センターに提出 

 

         資料２ 第 1 回ワークショップ質問事項まとめ 

 

         資料３ 今後のスケジュール／住民への周知 

 

１．あいさつ 

   竹の台地域委員会 筧委員長 

 

２．ワークショップⅠ 

①説明～11 月 13 日(日)一斉避難訓練の流れ ⇒ 資料１ 

（資料２ 学校配置図は省略） 

 

②意見交換 

  第 1 回ワークショップで出された疑問点について各自治会・管理組合でどう取り組んでいる

のか、丁目ごとに意見交換を行う 

 

３．ワークショップⅡ 

①説明～これからのスケジュール⇒資料３      

②意見交換～各団体でどう取り組んで行くのか  

 

※参考資料 

自治会回覧用チラシ 

 

 

 

 

 

 

 



20160925 第 2 回防災 WS 資料１ 

平成２８年度 竹の台一斉避難訓練プログラム 

日時：平成 28年 11 月 13 日（日）9:00～12:00 雨天決行（7:00 時点で気象警報が発令されている場合は中止） 

第一部 避難訓練（自宅～学校まで避難、人数確認） 

時間 訓練内容等 一般住民／自治会・管理組合 竹の台防コミ役員 

事前  非常持ち出し袋の準備 訓練資料・物品の準備 

9:00 

 

<地震発生> 

南海トラフ地震発生。市内

では最大震度 6強観測。直

後に大津波警報発令 

<神戸市> 

防災行政無線で緊急地震

速報（チャイム） 

<初動訓練> 

・シェイクアウト訓練（※資料２） 

地震の時に身を守る行動を行う 

（まず低く、頭を守り、動かない） 

・家族の安否確認 

・自宅の被災確認 

<メール配信> 

竹の台防災・防犯ネットで訓練

メール配信（森川さん） 

 

・シェイクアウト訓練 

・家族の安否確認 

・自宅の被災確認 

9:03 <神戸市> 

緊急速報ﾒｰﾙ（ｴﾘｱﾒｰﾙ）で

大津波警報（訓練）の発表 

  

9:05 

   

 

 

 

 

 

 

・避難所開設準備 

・一時避難所へ避難 

<避難訓練> 

・近所で声をかけあい、自治会・管理組合

ごとに決めた一時避難所（※資料３）へ

避難する。 

〈避難所開設訓練〉 

・小学校へ集合・開錠（3か所） 

・必要な資機材・物品を準備 

（全員） 

 ※地図、ホワイトボード、 

  文具 

・経時記録（森川） 

 

・各自治会等の本部連絡員 

（2 名×参加自治会数）が小学

校に到着 

 

※マイク設備を学校にお願い

する？ 

〈一時避難所〉 

・集まった人で役割分担 

□リーダー：以下の役割分担 

□サブリーダー：リーダー補佐 

□本部連絡員 2 名→小学校へ 

□救出救護班（長）→避難人数の確認 

□消火班（長）  →避難人数の確認 

□情報収集班（長） 

→様式１（避難人数表）を記入 

→本部連絡員と連絡 

□避難誘導班（長）→避難所へ誘導 

※リーダー・情報班長・本部連絡員は、 

連絡先を交換しておく。 

9:20 

ごろ 

避難所受入れ開始指示 （小学校校庭）担当：西村、木瀬、 

本部連絡員 2名は、「通信担当」「設営担当」を決める。 

設営担当：各団体のプラカード・報告用紙を持って校庭に並ぶ。 

(雨天の場合は体育館にシートを敷く) 

西村：「受入れ体制が整いましたので、今から受入れを開始します」 

通信担当：一時避難所にいるリーダーに連絡をとり、その旨を伝える。 

     同時に、避難所に来る人数を聞き取り、記録する 



9:30 

ごろ 

避難誘導 

避難所に来る人数の集計 

・リーダー：避難所へ避難開始の指示 

・避難誘導班（長）：避難経路を確認しな

がら避難誘導 

通信担当：避難所に来る人数を

集計する 

9:40 

ごろ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難人数の確認・集計 

伝達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（竹の台小校庭）※雨天の場合は体育館 

・入口は正門と南門。東門は閉鎖。 

・本部連絡員（設営担当）が持つﾌﾟﾗｶｰﾄﾞ

に集合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・丁目ごとに避難人数を把握

し、本部連絡員(通信担当)で 

 様式３を作成 

※ホワイトボードに記入 

     担当：西村 

 

・情報収集班：様式１（避難人数表）作

成 

・リーダー：様式１を確認し、本部連絡員

（「通信」担当の丁目代表）に提出 

・本部連絡員「通信」担当丁目代表 

様式 2 を 2部作成（丁目ごとの参加人数） 

1 部を本部に提出、1部は控え 

※早く着いたところは、丁目ごとにブース

に移動し、防災体験(ブルーシート) 

 ①救急救命法（山本）2ブース 

 ②毛布担架（中学生） 

 ③消火器（木瀬） 

10:20 

ごろ 

10:30 

 全員集合、報告・集計完了 

 

第一部終了 

結果報告、講評、おわりの言葉

（防コミ会長） 

 

 

第二部 応急給水スタンド設置訓練（雨天の場合は中止） 

時間 訓練内容 一般住民／自治会・管理組合 竹の台防コミ役員 

10:00   ＜竹の台公園＞ 

使用資機材の配備(マイク) 

 担当：源水・（水野・佐藤） 

10:30   水道局出迎え 

準備・打ち合わせ 

10:45  （竹の台小校庭） 

参加希望者集合 

 

竹の台公園へ引率 

 担当：○西村・木瀬・浜 

  山本・大久保 ⇒ 片づけ 

11:00 応急給水スタンド 

設置訓練 

公園に到着（丁目別に整列） 

水道局から説明 

応急スタンド設置・給水体験 

司会：浜 

12:00  終了、解散  

 



20160925WS2 資料３  

【平成 28 年度 竹の台一斉避難訓練に向けてのタイム・スケジュール】   自治会・管理組合名：                作成者：          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹の台地域委員会 各自治会・管理組合 役員会で 会員へ 

平成 26 年度 ３回ワークショップ。発災～避難までのマニュアル「竹の台地域おたすけガイド」作成 

 ・各団体ごとに一時避難場所を決定 

  

平成 27 年度 4 回ワークショップ。避難所運営マニュアルへの意見出し。 

一時避難場所の見直し。平成 28 年度各団体で取り組みたい事の発表（避難訓練も数か所から） 

  

平成 28 年 

４月 

 

10 日 消防局通知「11 月 13 日全市一斉避難訓練実施へ

の参加協力」受取 

 

 

  

23 日 地域委員会総会で一斉避難訓練実施の決定   

５月 

 

8 日 防コミ総会で実施概要説明 

   参加の可否等用紙配布  

竹の台総合新聞 第５３号で実施日程周知 

 

参加の可否用紙受取 

 

  

６月 

 

 30 日 

参加の可否・責任者・一時避難場所の提出 

・23 団体中、提出 14 団体。 

・参加 12、不参加 1、次期役員に申し送り 1 

  

７月 24 日 第１回ワークショップ 

 HP に実施結果アップ 

 

 

 

８月 

 

第 1回ワークショップ議事録配布 

竹の台総合新聞 第５４号 

7/24 ワークショップ結果 

 実施方法（一時避難場所・時間を含む）と参加団体一

覧表などを提示 「避難訓練の流れ」提示 

第 1回ワークショップ議事録受取 

 

 

 

 

  

９月 25 日  第２回ワークショップ 

     実施方法の周知確認・報告書 

 HP に実施結果アップ 

 

 

  

１０月 第 2回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ議事録配布 

竹の台新聞第５５号でワークショップ内容周知 

実施方法、一時避難場所、参加団体一覧表などを提示 

学校園を通して保護者にチラシ配布 

ポスター掲示？（市が作成？） 

第 2回ワークショップ議事録受取 

 

 

 

役員間で共有  

１１月 月初めに回覧で参加要請 

13 日 避難訓練実施  

 HP に結果アップ  

 

13 日 避難訓練実施 

  実施報告書作成 

 

 

避難訓練評価 

回覧で周知 

１２月 竹の台新聞第５６号で結果報告 

実施報告書まとめ 

   

実施報告書提出 

避難訓練評価  

２月 5 日 第３回ワークショップ 

避難訓練のふりかえり 

  HP に実施結果アップ 

 

 

 

  

３月 5 日ワークショップ議事録配布 議事録受取 

次年度役員に引継 

役員間で共有  



様式１ 

※重要：避難訓練時に記入し、小学校到着後丁目代表に提出します。 

【竹の台一斉避難訓練 団体別実施記録】 

               

 自治会・管理組合名：       丁目                   

 責任者 ：               

 

１．人数 

 ① 構成世帯数      世帯 

 ② 人数         人 

 

２．今日の訓練に参加した人数 

 

 

 

 

３．役割分担 

 主 副 

リーダー  

 

サブリーダー 

避難所班 

（本部連絡員） 

（通信担当） 

 

（設営担当） 

救出救護班 

 

  

消火班 

 

  

情報収集班 

 

 

 

 

避難誘導班 

 

 

 

 

 

 
世帯数 

参加人数 

合計 

未就学児 

（再掲） 

要援護者 

（再掲載） 

男 女 男 女 男 女 

一時避難所               

小学校        

一時避難所出発時間 

    時    分 

 

小学校到着時間 

    時    分 

 

     



 

様式２ 

※各団体から提出された様式１を元に、本部連絡員の丁目代表者がまとめます。当日本部から代表者にお渡しします。 

【竹の台一斉避難訓練    丁目別参加人数】 

■竹の台（     ）丁目        

 

 

 

 

男 女 男 女 男 女

1

2

3

4

5

6

合計

自治会・管理組合名 責任者
要援護者（再計）

世帯数
参加人数合計 未就学児(再掲）



 

様式３  

※丁目代表から提出された「様式２」を元に、本部連絡員の代表がまとめます。 

【竹の台一斉避難訓練 参加者総数】 

  世帯数 

人数 

大人 子ども（未就学児） うち要援護者 
合計 

男 女 男 女 男 女 

１丁目                 

２丁目                 

３丁目                 

４丁目                 

５丁目                 

６丁目                 

合計                 

 

 

 



様式４ 

【竹の台一斉避難訓練 ふりかえり】 

 

 2 月 5 日(日)に実施します、第 3回防災ワークショップへの資料とするため、避難訓

練の様子について役員会等でご議論いただき、下記にご記入の上、12 月 20 日までにご

提出ください。(竹の台地域福祉センター 火曜日除く 9:00～12:00  FAX 992-6889) 

 

自治会・管理組合名                       

                         

１．良かった点 

 

 

 

 

 

 

 

２．悪かった点 

 

 

 

 

 

 

３．来年に向けて 

 （１）団体内での改善提案 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全体での改善点提案 

 


